














松村研究室

繊維関連業界のつながりを「ネットワーク
分析」し、ヒト/モノ/情報の流れを可視化

松村研究室では、繊維関連業界におけるヒト/モノ/情報などの流れ

を可視化するため、『ネットワーク分析』に取り組む研究も実施して

います。例えば、商品取引関係を企業間に形成されたネットワークと

みなすと、企業同士がこのネットワークを通じて互いに影響を与え合

うことから、構造把握が重要となります。そこで、ネットワーク分析

を通じて、中心的な企業を明らかにしたり、独自性の高い企業取引関

係を抽出したりしています。研究室では、公開された企業データを用

いた分析結果を、要望があった個別繊維会社等に紹介しています。

感性工学
課程

繊維・感性工学系

研究から広がる未来松村研究室

松村研究室では、業界分析に基づいた新規企業戦略の立案
のサポートをネットワーク分析によって図り、新しいビジ
ネスモデルを確立したり、情報技術を取り込んだプロセス
イノベーションの創発を実現すべく、研究に取り組んでい
ます。研究室のテーマでは、基礎研究として、自律分散シ
ステムにおける最適化・知能化・自己組織化について、グ
リッド計算環境の下、進化計算を駆使しています。また、
産業応用研究では、複雑ネットワークにおけるマーケティ
ング、ハイブリッドセル生産システムの実現に向けて取り
組んでいます。

研究室の卒業後は、機械・電機・情報・システム関連会社
から銀行や総合研究所の上流工程システムインテグレータ
となる人やホテル経営者・会社経営者を目指す人や公務員
から博士課程進学者も存在し、未来の幅が広い。

松村 嘉之 准教授
日本学術振興会特別研究
員、東京大学･英国バーミ
ンガム大学の各客員研究
員等を経て、2009年より
現職.同年より、中国蘇州
大学特別客座教授。イノ
ベーションの創発に興味
を持つ。

1998年の染色加工整理業界側面から3354社の取引ネットワークをフ
リーソフトを用いて全て表示。一見では複雑で特徴の把握は困難

取引会社の数を次数として、頻度を示したグラフ。このグラフの結
果から、特殊なネットワークの性質を用いて分析ができる

写真サイズ
高さ4.35cm×幅7.5cm

配置位置
横11.4cm、縦8.15cm

研究から広がる未来

卒業後の未来像

吉田研究室

目に見えない心地を、目に見えるように、
そして、心地を理解し、心地を科学する

通学中に座る鉄道の座席シート、毎日履いているシューズ。普段何とな

く、この座席シートは座りやすいなぁ、このシューズは履きやすいかも、

など色々なことを感じていると思います。では、どの程度「心地良い」

のでしょうか？私たちは、この目に見えない心地を目に見えるようにして

やり、心地良さや快適性を科学しています。脳波・心臓図・筋電図といっ

た生理的活動の計測や、行動・気持ちの変化の測定だけでなく、さらには

コンピュータシミュレーションも取り入れながら、心地や感性を理解する

ことによって、人間が良いと感じるモノを創っていこうとしています。

写真サイズ
高さ4.35cm×幅7.5cm

配置位置
横11.4cm、縦2.85cm

感性工学
課程

繊維・感性工学系

研究から広がる未来吉田研究室

コンピュータシミュレーションは身体内部の状
態を解析でき、人間の感覚を推定できる方法で
す。このシミュレーションの一番の利点は身体
内部の状態を可視化できることです。例えば、
身長や足長などの身体情報を入力すれば、座席
シートやシューズがその人に合っているかどう
か、その場で表示できます。将来的には、コン
ピュータ上で、座り心地・履き心地・寝心地・
触り心地などを評価したいと思っています。

感性工学課程の学生は、ものづくりに対する意欲
が強いので、自動車や鉄道関連などの製造業に進
む卒業生が多いです。さらに、「感性工学」とい
う他にはない観点で、ものごとを見つめることが
できるのが大きな強みだと感じています。

吉田 宏昭 准教授
デジタルヒューマン研究セ
ンター研究員、信州大学繊
維学部助教等を経て、2010
年より現職。研究分野は、
感性工学、バイオメカニク
スなど。コンピュータシ
ミュレーションを用いた心
地評価を行っている。

座席に着座したときの気持ちの変化をアンケートを用いて調べ、そ
の変化が身体内部でどのように現れているのか解析しています

歩行動作をビデオなどで撮影し、その動きをコンピュータシミュ
レーションで再現して、身体内部の現象を解明しています

写真サイズ
高さ2.65cm×幅3cm

配置位置
横0.5cm、縦7.42cm

研究から広がる未来

卒業後の未来像
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堀場研究室

コンピュータシミュレーションにより被服・
繊維製品を解析

着心地の良い被服を設計するためには、被服と人体の間の物理的な現象

を理解することが重要です。しかしながら、着衣時に人体と被服の間に形

成される空間は狭小であるため、空間内で起きている現象を観察すること

は容易ではありません。そこで当研究室ではコンピュータ上に衣服と人体

を再現し、人体と衣服の間の力学的・熱的現象を予測・解析する研究（コ

ンピュータシミュレーション）を行なっています。シミュレーションは、

実際に観察することが困難な現象を可視化できることから、被服・繊維製

品の設計や評価に貢献するものと期待されています。

感性工学
課程

繊維・感性工学系

研究から広がる未来堀場研究室

人体と被服の間の物理現象をコンピュータ上で
再現する方法を研究する一方で、当研究室では
物理現象と人間の感性（快適性）の関係につい
ても研究を行なっています。人体の被服の間の
物理現象と感性の関係が明らかになれば、コン
ピュータシミュレーションにより被服の快適性
（着心地）を予測することも可能になると考え
られます。

卒業後の進路としては、卒業研究等で培った繊維
工学、計算工学、コンピュータプログラミング等
の知識・経験を生かし、繊維業界、ＩＴ業界への
就職が大半を占めています。

堀場 洋輔 助教
信州大学大学院工学系研究
科修了。博士(工学)。2002
年より現職。主に、感性工
学、計算工学、被服生理学
に関する研究に従事。

研究から広がる未来

卒業後の未来像

衣服から加わる圧力をシミュレーションにより予測した結果。動作
に伴う圧力分布を設計段階で検討することか可能になる

体温と人体周辺の気温の分布を予測した結果。ＰＭＶ（予測平均温
冷感）等の指標を組み合わせることにより、被服の温熱快適性を予
測することが可能になる

小松研究室

人間の認知的能力に注目しながら、ロボット・インタフェース・ソ

フトウェアなどの人工物（エージェント）とユーザとのインタラク

ションを、新たな切り口から探求していく研究活動に取り組んでいま

す。研究のキーワードは，「HAI」「認知科学」「インタフェース」、

思いっきり噛み砕くと「ユーザにおんぶにだっこなインタラクショ

ン」「ユーザを気持ちよくダマす」「この胸の奥にあるモヤモヤ感を

どうやって表現するのか」という問題意識に注目しています。「人間

を知ること」でしか解決できない世の中における数々の問題に対して

私たちは積極的に取り組んでいます。

感性工学
課程

繊維・感性工学系

研究から広がる未来

人間の役に立つモノを作るには、まず人間を
知らなければならない

小松研究室

パソコン、携帯電話、小型ミュージックプレイヤなど、
私たちの生活は様々な人工物に囲まれることで成り
立っています。それらに対して、自分の思ったことを
伝えられていますか？ それらに対して、イライラし
たりしませんか？ そんな素朴な疑問に対して真摯に
向き合い、そこから誰も気づかなかった問題点を見つ
け出すこと。それが、私たち小松研究室の使命です。

「真摯に現象を見つめ、そこから何かを見い出すこ
と」。このような科学的姿勢は、社会に存在するあら
ゆる問題に対して応用可能です。このような姿勢を身
につけておけば，社会のどんな分野でも活躍すること
ができます。

小松 孝徳
テニュアトラック助教
公立はこだて未来大学システ
ム情報科学部助手を経て、
2007年より現職。人間の直感
的認知特性という切り口から、
人間と人工物との間のインタ
ラクションを捕らえる研究活
動に従事。専門は認知科学、
ユーザインタフェース。

ロボットと共同作業するゲームを行っているユーザを観察する実験。
このような実験を繰り返し実施することで、人工物に対するユーザ
の行動が理解できるようになり、そのような知見を踏まえた新たな
インタラクション技術が提案されていくのです

人間の知覚システムを理解した上で、人間の知覚（または意識）を
拡張する装置を開発しました。この装置は、外線センサや光センサ
と特殊なユーザインタフェースを組み合わせたものです。この装置
を使うと、暗闇でも周囲にある物の形・距離・肌理・色・明るさ等
を感じることができます

研究から広がる未来

卒業後の未来像
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佐古井研究室

暑さ・寒さと熱の科学。
衣服や気流を活かして好みの熱環境を

体温に影響する環境側の要素には、気温だけでなく日光やコタツ

などの熱放射、扇風機などの気流、湿度、衣服があります。特に衣

服や気流は環境の温度を変えず、好みに合わせて暑さ寒さを調節で

きます。研究室では、衣服や気流を有効に活用していくため、身体

からの熱・湿気輸送現象の測定、その装置開発や数値シミュレー

ション、それらを入力として身体の温度分布を予測する数値人体モ

デルの開発、身体を水の蒸発によって冷やす冷却服の開発、熱中症

と衣服や気流の関係の解明などに取り組んでおります。

感性工学
課程

繊維・感性工学系

研究から広がる未来

感性工学
課程

繊維・感性工学系

佐古井研究室

物理的には「熱・湿気輸送」の解明、生理・心理的には
「体温や汗と暑さ寒さの対応」の解明に取り組んでおりま
す。部屋全体を暖める、冷やすといったこれまでの暖冷房
は、多くのエネルギーを消費してしまいます。衣服や気流
により、個々人の周りのみにおいて好みにあう微気候を形
成できれば、夏冬のエネルギー需要を無理なく抑制でき、
エネルギー不足の解決に繋がります。また、気温が同じで
も、湿度や着衣、気流、日射などによって熱中症リスクも
異なります。衣服や着衣などを活用し、エネルギー消費を
抑制しつつ、良好で安全な居住環境を実現していきます。

これまでの卒業生は住宅メーカーや保険会社の大手に就職。
研究室では、与えられた研究課題を行うというよりむしろ、
社会へ出る準備として、未知の研究課題への取組み、特に
考えて工夫することを通じて、自分で考えて行動できる自
主性を養うことに重点が置かれている。

佐古井 智紀
テニュアトラック助教
東京大学生産技術研究所、
産業技術総合研究所を経て、
2008年より現職。温熱環境
評価や温熱生理反応解析で、
3件の空気調和・衛生工学
会賞などを受賞。研究分野
は温熱環境工学。

水分蒸発による冷却を利用した冷却衣服の実験風景。温度が高く風
だけでは快適にならない環境でも十分な冷却効果が得られる

写真サイズ
高さ2.65cm×幅3cm

配置位置
横0.5cm、縦7.42cm

研究から広がる未来

卒業後の未来像

気流、気温、熱放射、それぞれ
効果を測定する装置の開発

シミュレーションにより、気温
分布や体温分布などを予測

写真サイズ
高さ4.35cm×幅3.6cm

配置位置
横15.3cm、縦2.85cm
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登録有形文化財 信州大学繊維学部講堂（旧上田蚕糸専門学校講堂）

信州大学繊維学部の前身である上田蚕糸専門学校は、全国唯一の官立蚕糸専門学校で、養蚕・製糸に関する研究と、指導者育成のための高等

教育施設として、明治44年（1911）4月に開校しました。当時の上田は高品質な蚕種・生糸の生産と、三吉米熊らによる人材育成により、近代日本の

主要産業であった蚕糸業の発展に大きく貢献し、「蚕都上田」と称されていました。

この講堂は、文部省の柴垣鼎太郎の設計により、昭和４年（1929）に完成しました。建物は洋風の木造２階建てで、建築面積は延べ562㎡あります。

屋根は切妻造（きりづまづくり）で、瓦棒鉄板葺（かわらぼうてっぱんぶき）、外壁は下見板（したみいた）張りです。外観は正面に切妻破風（はふ）を２

段に重ね、三角の張り出し窓を付けた特徴ある構成をとっています。内部は大きな吹き抜けとなっており、天井は折上格天井（おりあげこうてんじょ

う）です。２階は前後に控室を設け、側面と後方はギャラリーとなっています。細部の仕上げは、床は寄木張り、壁は木摺打漆喰大壁（きずりうちしっ

くいおおかべ）で、腰板張り、窓は２連の上げ下げ窓で、天井は格縁内を板張り、他の天井は木摺打漆喰としています。

建築様式は木造ゴシック系の建物ですが、時計回り、三角張り出し窓、入口の持ち送りなどの意匠には、直線による構成で機能性や合理性を重視

したセセッションの様式が採用されています。

この建物で特筆すべきは特徴は、蚕糸にちなんだ桑・繭・蛾の意匠が内部の各所に付けられている点です。入口天井の換気口には繭と蛾、ステー

ジの柱には桑、アーチの縁飾りには蛾と桑、演台には蛾と繭、脇台には桑が使われています。

この講堂は、ほとんど改変を受けることなく建築当初の姿を残しており、現存する近代の中・高等教育施設の建造物としては屈指のものです。また、

信州大学繊維学部に受け継がれている上田蚕糸専門学校の建学精神と、「蚕都上田」の歴史を象徴する貴重な建物です。

平成10年９月２日 登録

文 化 庁

☆ 現在は，ガイダンス・卒業式などの会場として，又，映画・ドラマのロケ地としても使われています。
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